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【特集】

当院の超音波検査を“最新”にしている理由

国立がん研究センター中央病院は、本年５月、本邦初となるMRI画像誘導放射線治療装置を導入して、自由診療での治療を開始し注目を集めている（詳しくはグラビア頁）。
同病院を背に立つ、右から西田俊朗病院長、伊丹 純放射線治療科長、阿部容久放射線技術部 放射線治療技術室長

今、一番新しく役に立つPACSを探す
当たり前のインフラになっている医用画像情報システム（PACS）だが、技術、運用法等の格段の進歩で新しいフェーズに入っている今を解く

機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える

眼科における最新医療機器の絶対性

病院情報システム（HIS）導入施設名簿［Part2］
ＭＲＩ設置施設名簿［Part3］
全メーカーMRI台数表／仕様一覧

特別企画



高崎佐藤眼科院長

佐藤　拓

眼科クリニックの経営・運営における
最新装置導入が果たす効果

図１　高崎佐藤眼科外観
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学
会
で
ト
レ
ン
ド
と
な
る 

M
ultim

odal Im
aging

を
用
い
た
診
断

　

現
在
の
眼
科
診
療
の
検
査
機
器
に
お
い
て
、
最
も

進
化
し
た
分
野
は
網
膜
硝
子
体
疾
患
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
眼
底
疾
患
の
画
像
検
査
の
進
歩
の
速

度
は
と
て
も
早
く
、
筆
者
が
大
学
に
在
籍
し
て
い
た

約
20
年
で
、
眼
底
疾
患
の
診
断
方
法
と
そ
の
精
度
や

病
態
解
明
は
想
像
を
超
え
る
速
さ
で
し
た
。

　

従
来
の
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
細
隙

灯
顕
微
鏡
や
倒
像
鏡
検
査
に
よ
り
医
師
が
眼
底
を
観

察
し
て
診
断
す
る
ス
タ
イ
ル
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
し

た
。
つ
ま
り
患
者
さ
ん
や
家
族
は
、
結
果
を
見
る
こ

と
な
く
口
頭
の
説
明
で
治
療
を
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
眼
底
検
査
の
結
果
の
一
部

を
残
す
た
め
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の

を
カ
ル
テ
に
糊
付
け
し
て
貼
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
無
散
瞳
眼
底
カ
メ
ラ
の
登
場
に
よ
り
、

散
瞳
剤
を
使
用
し
な
く
て
も
眼
球
の
後
局
部
（
約
50

度
）
が
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
カ
ル
テ
に
糊
付
け
す
る
時
代
が
到
来

し
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
筆
者
は
眼
科
医
と
な
り
、
フ
ル
オ
レ
セ
イ

ン
蛍
光
造
影
を
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
て
、
現
像
に
出

し
て
数
日
後
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
が
出
来
上
が
る
の

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

電
子
カ
ル
テ
普
及
に
伴
い
、
画
像
デ
ー
タ
を
多
く
扱

う
眼
科
外
来
は
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
学
会
で
は
、M

ultim
odal Im

aging

（
多
種

多
様
な
画
像
検
査
）
を
用
い
て
診
断
を
す
る
こ
と
が

ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

革
命
的
な
検
査
機
器
で
あ
る
Ｏ
Ｃ
Ｔ

　

筆
者
が
２
０
１
６
年
５
月
に
開
院
し
た
「
高
崎
佐

藤
眼
科
」
で
は
、
大
学
で
行
っ
て
き
た
加
齢
黄
斑
変

性
な
ど
の
網
膜
硝
子
体
疾
患
の
専
門
外
来
を
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
身
近
に
快
適
に
提
供
す
る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
掲
げ
、
電
子
カ
ル
テ
で
画
像
検
査
フ
ァ
イ

ル
を
駆
使
し
て
、
画
像
検
査
を
患
者
さ
ん
や
家
族
と

一
緒
に
見
ら
れ
る
体
制
を
整
え
、「
二
人
三
脚
の
医

療
」
を
行
い
な
が
ら
信
頼
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て

要
旨
：
２
０
１
６
年
５
月
、
網
膜
硝
子
体
疾
患
の

専
門
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
開
院
し
た
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、M

ultim
odal Im

aging

を
利
用
し

た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
特
に
重

要
な
光
干
渉
断
層
計
（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
と
広
角
眼
底
撮

影
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

眼科における最新医療機器の絶対性特別企画

機器が示す眼科医療の方向性眼科における最新医療機器の絶対性特別企画

機器が示す眼科医療の方向性
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図２　SS-OCT　滲出型加齢黄斑変性の OCTangiography 像　造影剤を用いずに脈絡膜新生血管を検出
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い
ま
す
（
図
１
）。

　

本
稿
で
は
最
新
の
眼
科
検
査
の
中
で
重
要
な
検
査

機
器
で
あ
る
光
干
渉
断
層
計
（optical coherence 

tom
ography

：
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
と
広
角
眼
底
撮
影
装
置

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

網
膜
硝
子
体
疾
患
の
検
査
機
器
に
お
い
て
革
命
的

な
検
査
機
器
は
Ｏ
Ｃ
Ｔ
で
す
。
筆
者
が
勤
務
し
て
い

た
群
馬
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室
に
日
本
第
１
号
機

が
導
入
さ
れ
、
初
期
の
段
階
か
ら
多
く
の
症
例
の
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
を
体
感

し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年H

um
phrey

社
（
現
在Carl Zeiss 

M
editec

社
）
に
よ
り
商
品
化
さ
れ
た
Ｏ
Ｃ
Ｔ
２
０

０
０
で
し
た
。
光
源
に
ス
ー
パ
ー
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

ダ
イ
オ
ー
ド
（super lum

inescent diode

：
Ｓ
Ｌ

Ｄ
）
を
用
い
て
お
り
、
深
さ
方
向
の
分
解
能
は
約
20 

µm
で
し
た
。
02
年
に
は
第
２
世
代
で
あ
るCarl 

Zeiss M
editec

社
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
３
０
０
０
（Stratus 

O
CT

）
が
発
表
さ
れ
、
深
さ
分
解
能
が
10 µm
に
向
上

し
ま
し
た
。

　

こ
の
進
歩
に
よ
り
、
大
ま
か
な
網
膜
の
形
態
を
観

察
す
る
時
代
か
ら
、
網
膜
外
層
構
造
が
鮮
明
に
な
っ

た
た
め
、
視
細
胞
の
状
態
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
黄
斑
疾
患
中
心
の
機
器
で
あ
っ
た
Ｏ
Ｃ

Ｔ
が
、
網
膜
内
層
構
造
の
変
化
が
生
じ
る
緑
内
障
に

応
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
ま
で
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
はT

im
e dom

ain 

方

式
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
で
あ
り
、
深
さ
方
向
の
情
報
取
得
す
る

た
め
に
参
照
鏡
を
機
械
的
に
動
か
す
こ
と
で
得
て
い

ま
し
た
が
、Fourier dom

ain

と
い
う
新
し
い
検

出
方
式
が
開
発
さ
れ
、
全
て
の
深
さ
か
ら
の
情
報
を

１
回
の
測
定
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
方
式
に
はSpectral dom

ain O
CT

 

（
Ｓ

Ｄ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
とSw

ept source O
CT

（
Ｓ
Ｓ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
は
広
帯
域

波
長
を
持
っ
た
Ｓ
Ｌ
Ｄ
を
光
源
と
し
て
お
り
、
回
析

格
子
で
波
長
ご
と
に
分
光
（
ス
ペ
ク
ト
ル
分
解
）
さ

れ
た
後
、
フ
ー
リ
エ
変
換
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
発

売
さ
れ
て
い
る
機
器
の
多
く
が
こ
の
方
式
で
す
。
Ｓ

Ｓ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
は
波
長
掃
引
レ
ー
ザ
ー
を
光
源
と
し
て

お
り
、
分
光
さ
れ
た
光
を
高
速
で
順
次
に
送
り
込
ん

で
い
る
た
め
、
サ
ン
プ
ル
を
通
過
し
た
後
の
光
派
を

個
々
の
波
長
に
分
解
す
る
必
要
が
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

12
年
、
Ｓ
Ｓ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
はT

opcon

社
よ
り
発
表

さ
れ
、
中
心
波
長
は
１
０
５
０
nm
で
従
来
の
Ｓ
Ｄ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
８
４
０
nm
よ
り
長
く
、
高
深
達
性
で
深
さ

方
向
の
信
号
強
度
の
減
衰
も
少
な
く
、
ス
キ
ャ
ン
レ

ー
ト
も
10
万
本
／
sec
と
Ｓ
Ｄ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
２
倍
と
高

速
撮
影
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
深

さ
方
向
で
は
硝
子
体
か
ら
網
膜
や
脈
絡
膜
や
強
膜
ま

で
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
面
方
向
で

は
12
㎜
×
9
㎜
の
広
範
囲
の
眼
底
後
極
全
体
を
撮
影

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
全
体
撮
影
で
黄
斑
部

疾
患
か
ら
緑
内
障
ま
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

誤
診
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
筆
者
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
視
力
不
良
な
症
例
に
は
Ｓ
Ｓ-

Ｏ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
後
極
広
範
囲
撮
影
を
必
須
の
検
査
と
考
え

て
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
眼
底
観
察
法
と
し
て 

注
目
さ
れ
る
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ａ

　

近
年
の
新
し
い
眼
底
の
観
察
法
と
し
て
注
目
さ
れ

眼科における最新医療機器の絶対性特別企画

機器が示す眼科医療の方向性
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図３　広角眼底撮影による増殖性糖尿病網膜症症例　広範囲に広がっている出
血を非侵襲的に撮影可能
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て
い
る
も
の
に
、
こ
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
を
応
用
し
た

optical coherence tom
ography angiography 

（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ａ
）
が
あ
り
ま
す
。
造
影
剤
を
使
わ
ず
に

血
管
の
状
態
を
、短
時
間
で
撮
像
す
る
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
深
さ
を
変
え
て
層
別
の
観
察
も
可
能
で
す
。

現
在
、
糖
尿
病
網
膜
症
や
網
膜
静
脈
閉
塞
症
や
加
齢

黄
斑
変
性
な
ど
、
造
影
剤
を
使
用
し
て
き
た
疾
患
へ

の
応
用
が
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
な
分
野

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ス
キ
ャ
ン
範
囲
も
３
×
３
㎜
か
ら
６
×
６
㎜
や
９

×
９
㎜
な
ど
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
研
究
機
器
と
し

て
で
は
な
く
、
実
臨
床
に
お
い
て
必
要
な
機
器
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
造
影
剤
を
用
い
な
い
非
侵
襲

的
な
検
査
と
し
て
画
期
的
で
あ
り
、
今
後
多
く
の
知

見
の
報
告
が
待
た
れ
ま
す
。

　

筆
者
の
新
規
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
多

数
検
査
機
器
か
ら
選
ん
だ
の
が
、T

opcon

社
製
の

Ｓ
Ｓ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
で
あ
るD
RI O

CT
 triton

で
す
。

Ｓ
Ｓ-

Ｏ
Ｃ
Ｔ
で
検
査
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
だ
け
で
な

く
、
眼
底
カ
メ
ラ
や
眼
底
自
発
蛍
光
も
同
時
に
撮
影

す
る
こ
と
が
で
き
る
機
器
で
あ
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

眼
底
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
通
常
眼
底
写

真
と
Ｏ
Ｃ
Ｔ
を
同
時
に
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従

来
は
別
々
の
機
器
で
撮
影
し
て
い
た
た
め
、
２
台
分

の
広
い
場
所
と
移
動
時
間
や
デ
ー
タ
入
力
時
間
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
１
台
で
行
え
る
の
で
省

ス
ペ
ー
ス
で
検
査
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
午
前
中
の
外
来
で
70
人
以
上
検
査
可
能
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

広
角
眼
底
カ
メ
ラ
登
場
が
も
た
ら
す 

メ
リ
ッ
ト
と
効
果

　

眼
底
カ
メ
ラ
に
も
、
革
命
的
検
査
機
器
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
従
来
の
眼
底
カ
メ
ラ
は
撮
影
画
角
が
35

〜
60
度
程
度
の
も
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
近
年
開

発
さ
れ
たO

ptos

社
製
広
角
眼
底
カ
メ
ラ
（
超
広

角
眼
底
カ
メ
ラO

ptos 200T
x

）
は
撮
影
画
角
で

約
１
０
２
度
（
眼
底
の
２
０
０
度
の
範
囲
）
が
一
度

に
撮
影
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
実
に
眼
底

の
80
％
に
相
当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
角
眼
底
カ
メ
ラ
の
登
場
に
よ
り
、
従
来
型
カ
メ

ラ
で
は
撮
影
が
困
難
で
あ
っ
た
眼
底
周
辺
部
の
撮
影

が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。O

ptos 200T
x

（
以
下

200T
x

）
は
、
走
査
レ
ー
ザ
ー
検
眼
鏡
（scanning 

laser ophthalm
oscope

：
Ｓ
Ｌ
Ｏ
）で
あ
り
、赤（
６

３
３
nm
）、
緑
（
５
３
２
nm
）、
青
（
４
８
８
nm
）
の

3
種
類
の
波
長
の
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
て
眼
底
を
走
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、眼
底
画
像
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
波
長
は
、
眼
底
で
の
組
織
深
達
度
が

異
な
る
た
め
、
網
膜
か
ら
脈
絡
膜
ま
で
の
幅
広
い
情

報
が
得
ら
れ
ま
す
。
疑
似
カ
ラ
ー
眼
底
写
真

（Com
posite Color V

iew

）
は
緑
と
赤
の
波
長
、

フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
蛍
光
造
影
（
Ｆ
Ａ
）
は
青
の
波
長
、

眼
底
自
発
蛍
光
（
Ｆ
Ａ
Ｆ
）
は
緑
の
波
長
を
用
い
て

い
ま
す
。

　

筆
者
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
そ
の
後
継
機
種
で
あ

るO
ptos

社
製D

aytona

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

卓
上
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
筐
体
な
の
で
、
設
置
場
所

を
選
ば
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、撮
影
は
１
回
約
０
・

４
秒
で
完
了
す
る
た
め
、患
者
さ
ん
の
負
担
が
な
く
、

短
時
間
で
検
査
を
終
了
で
き
ま
す
。
こ
の
無
散
瞳
で

広
角
眼
底
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
く
、
眼
底
の
周
辺
部
病
巣
で
あ
る
網
膜
剥
離
や
網

膜
裂
孔
の
見
逃
し
が
激
減
す
る
ば
か
り
か
、
患
者
さ

ん
や
家
族
に
そ
の
状
態
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。
糖

尿
病
網
膜
症
も
広
範
囲
に
撮
影
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
く
、
出
血
の
範
囲
や
新
生
血
管
の
検
出
に
も
威

力
を
発
揮
し
ま
す
（
図
３
）。

　

ま
た
硝
子
体
手
術
患
者
さ
ん
に
お
い
て
も
、
硝
子

体
内
の
空
気
の
残
量
や
網
膜
剥
離
の
有
無
な
ど
容
易

に
観
察
し
、
結
果
を
供
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
検

査
機
器
が
あ
る
こ
と
を
調
べ
て
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ん
も
い
ま
す
。

眼科における最新医療機器の絶対性特別企画

機器が示す眼科医療の方向性

眼科における最新医療機器の絶対性特別企画

機器が示す眼科医療の方向性
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「
画
像
検
査
結
果
の
見
え
る
化
」
を
行
い
、 

患
者
と
二
人
三
脚
の
医
療
を
実
践

　

筆
者
が
大
学
病
院
を
離
れ
て
新
規
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

診
療
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
大
学
と
い
う
看
板
の
な

い
状
態
で
い
か
に
患
者
さ
ん
と
信
頼
関
係
を
構
築
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
眼

と
い
う
特
殊
な
構
造
の
中
の
病
巣
部
位
の
特
定
や
病

態
の
説
明
を
、
画
像
検
査
を
用
い
な
が
ら
い
か
に
分

か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
多
く
の
画
像
検
査
を
患
者
さ
ん
と
一
緒
に

見
な
が
ら
解
説
す
る「
画
像
検
査
結
果
の
見
え
る
化
」

を
行
い
な
が
ら
の
二
人
三
脚
の
医
療
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

最
新
機
器
導
入
は
確
定
診
断
の
向
上
の
み
な
ら

ず
、
検
査
時
間
の
短
縮
や
非
侵
襲
化
、
患
者
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
ま
す
。
今
後
も
続
々
出
て
来
る
最
新
機
器
の
導

入
に
お
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
な
が
ら
機
種
選
定

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

※　
　
　
　
　

※

佐
藤
　
拓
（
さ
と
う
・
た
く
）
●
71
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。

96
年
群
馬
大
医
卒
。
同
年
同
大
眼
科
入
局
、
08
年
よ
り

同
大
眼
科
講
師
、
12
年
よ
りV

itreous M
acula 

Consultants of N
ew

 Y
ork

留
学
を
経
て
、
13
年
よ
り

群
馬
大
眼
科
講
師
復
職
、
16
年
５
月
よ
り
高
崎
佐
藤
眼

科
院
長
。
日
本
眼
科
学
会
専
門
医
。
群
馬
大
医
学
博
士
。

眼科における最新医療機器の絶対性特別企画

機器が示す眼科医療の方向性
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